
閉校記念事業の実施単位ごとのメリット・デメリット 

実施単位 

事 業 
① 4校で単独実施 ② 合同実施（統合対象校同士） ③ 合同実施（４校一緒） 

閉校記念式典 

（メリット） 

 ・在校生、卒業生ほか、地域住民の想い入れを酌んだ 

地元密着型の式典が開催できると考えられる。 

（１４０年の歴史を閉じることから） 

（デメリット） 

 ・４校が同日に式典を開催した場合は、来賓者の出席が 

  困難となると考えられる。 

 ・このため、開催日をづらすなど調整が必要となる。 

（メリット） 

・統合対象校間で、教職員、ＰＴＡ、地域住民の交流が図 

れる。 

 ・開校式の準備も、同じメンバーで取り組むことができ

ると考えられる。 

・学校ごとに開催するより、比較的、経費削減できると考 

えられる。 

（デメリット） 

・いずれかの学校、あるいは町民会館を会場とした場合、 

収容人数等の都合により、出席者、来賓者を限定しなけ

ればならないことも予想される。 

・各地区から町民会館までの交通手段、さらに駐車場等の

対応についても検討が必要となる。 

 

（メリット） 

・学校ごとに開催するより、経費削減できると考えられ 

る。 

（デメリット） 

 ・学校は、式典会場にできない。 

・町民会館を会場とした場合、収容人数等の都合により、

出席者、来賓者を限定しなければならないと考えられ

る。 

・各地区から町民会館までの交通手段、さらに駐車場等の

対応についても検討が必要となる。 

・４校合同だと関係者が多いため、調整等が煩雑になる 

ことが予想される。 

 

閉校記念誌 

（メリット） 

 ・学校、地域独自の考え方で、進めることができる。 

 ・内容にも、地域住民の想い入れを反映できると考えら 

れる。 

（デメリット） 

 ・合同で刊行するよりも、全体的には経費が高くなると 

考えられる。 

（メリット） 

・統合対象校間で、教職員、ＰＴＡ、地域住民の交流が図 

れる。 

・学校ごとに刊行するより、比較的、経費削減できると考 

えられる。 

（デメリット）  

・学校の特色を出しにくくなると考えられる。 

・２校合同であることから、比較的、内容も簡素になるこ 

とも考えられる。 

・２校分を１冊にまとめるため、編集にかかる調整等が 

比較的煩雑になることが予想される。 

・学校によって配布先が異なるため、余分なページが生 

じるという考え方もある。 

 

（メリット）   

・１冊で済ますことができる。 

・学校ごとに刊行するより、経費削減できると考えられ 

る。 

（デメリット）  

・学校の特色を出しにくくなると考えられる。 

・４校合同であることから、内容も簡素になることも考 

えられる。 

・４校分を１冊にまとめるため、編集にかかる調整等が 

煩雑になることが予想される。 

・学校によって配布先が異なるため、余分なページが生 

じるという考え方もある。 

 

記念事業 

（記念碑の建立など） 

（メリット） 

 ・学校、地域独自の考え方で、進めることができる。 

 ・内容にも、地域住民の想い入れを反映できると考えら 

れる。 

（デメリット） 

 ・地域住民の負担感が多くなることも考えられる。 

（メリット）   

・事業内容を統一することにより、学校ごとに実施する 

よりは、比較的、経費削減できると考えられる。 

（デメリット）  

・地域によって、閉校に対する想い入れに温度差がある 

ため、現実的には、事業内容の統一は困難が予想され 

る。 

 

（メリット）   

・事業内容を統一することにより、学校ごとに実施する 

よりは、経費削減できると考えられる。 

（デメリット）  

・地域によって、閉校に対する想い入れに温度差がある 

ため、現実的には、事業内容の統一は非常な困難が予想 

される。 
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